
草薙駅南口周辺地区のまちづくりの検討経緯

南口グランドデザイン研究会準備会発足（H28.6）
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【準備会発足の目的】 

地域の実情や抱える課題等を共有・確認し、意見交換を行う「JR 草薙駅南口グランドデザイン研究会」

発足に向けた準備を行う

≪検討テーマ（案）≫ 

■公共交通について 

・公共交通不便地域が見られる草薙団地周辺をはじ

めとするバス路線の在り方について、コミュニテ

ィバスの運行等を検討する必要がある 

■道路環境について

・草薙神社通りをはじめとする道路には、歩道が設置

されておらず、安全な歩行環境の確保に向けた検

討が必要である 

■歴史・文化について 

・草薙龍勢や草薙神社をはじめとする地域の歴史・文

化資源を活用したまちづくりについて検討する必

要がある 

草薙駅南口地区アンケート調査の実施概要 

目的 
南口地区の具体的なまちづくりの構想を考
える上で、周辺住民の地区に関する思いを把

握し、今後の検討の参考とする

調査日 平成 29 年 12 月中旬～12 月下旬

調査方法

調査対象自治会 
①草薙西 ②草薙東 ③草薙奥 
④草薙団地 ⑤草薙つつじヶ丘 ⑥山の手 
調査対象世代 
(ア)高齢世代 (イ)子ども独立後の現役世代
(ウ)子育て世代(エ)単身世帯 (オ)高校生

配布数 200 通 

回収数・
回収率

193 通、回収率 96.5％

第 1 回 研究会準備会 第２回 研究会準備会

≪検討の進め方とテーマ≫ 

■南口の将来像 

・最終目標は「住みやすいまち」にすること。南口を

どうしていきたいか議論したい。

■公共交通について 

・循環バスを走らせるにあたっても高齢者の為とい

う理由はもちろん大事だが、情報共有を充実させ、

まちの魅力をあげ、若者にまちに残ってもらうよ

うな中長期的な視野が必要。

■道路環境について 

・関係機関と調整を行いながら、この南口準備会で扱

える内容を議論していく必要がある。 
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第３回 研究会準備会
※平成 29 年 3月9日（木）

第４回 研究会準備会
※平成 28 年 6月9日（木） ※平成 28 年 10月24日（火） ※平成 28 年 11月22日（火）

【準備会の検討風景】

【主な検討内容】 

１．グランドデザイン研究会準備会の設置と役割

２．草薙駅南口周辺地区の現状整理・分析と課題 

【主な検討内容】 

１．検討会の位置づけと検討範囲 

２．検討の進め方 

【主な検討内容】 

１．周辺住民との意識の共有

２．草薙駅南口地区アンケート調査の実施

【主な検討内容】 

１．アンケート調査結果の確認 

２．今後の予定等

【アンケート調査範囲】

【アンケート調査について】

☛周辺住民と南口地区に対する意識を共有するため、

県立大学と協力し、公共交通や道路環境など地域交

通に関する実態と今後の在り方を把握するためにア

ンケート調査を実施

【アンケート結果について（静岡市実施）】

☛全体として「生活環境」や「道路環境」に対する改

善要望が高く、特に、草薙団地、つつじヶ丘、山の

手では、「公共交通」、「道路環境」に問題に感じてい

る割合が高い 

【アンケート結果について（県立大学実施）】

☚バスを利用していない割

合は 75％。 

週１回以上利用する割合

は 10％に満たない。 

☛バスを利用しない多数

が、自動車や鉄道などの

他の交通手段を利用。 

「本数が少ない」との

意向は 20％程度ある。

【草薙駅南口周辺地区の課題について】

☛まちづくりの社会的要請やアンケート調査、地区の

現況整理を踏まえ、駅南口の課題を整理

道路が狭い! 
駅へのアクセス
が悪い！ 

南口地区の課題
は何だろう？

周辺住民と南口地
区に対する思いを
共有しよう！ 

☛「道路環境」につ

いて、狭あい道路

や夜間の歩行の安

全性（防犯性）等

が課題に挙げられ

ている
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「草薙駅南口グランドデザイン研究会の発足」～南口地区の将来像を考える～

平成 29 年度 草薙駅南口グランドデザイン研究会の検討内容

検討範囲

１.南口グランドデザイン研究会の発足経緯

２.南口グランドデザインの検討区域

３.南口グランドデザイン研究会での検討内容

４.研究会の検討手順・プログラム（案）

【平成29年度の取組目標】 

平成28年度に検討した地区課題や検討テーマ、地域の意向等を加味し、「JR草薙駅南口グランドデザイン研究会」に

おいて、南口地区の将来像の検討や実施事業案の検討等に取り組む。

２．草薙駅南口の将来像の検討（全体まちづくり・テーマ別・実現化方策）

１．草薙駅南口の現状と課題の把握（共有）

①公共交通 ③草薙神社通り

３．草薙駅南口グランドデザインの検討

●『草薙駅周辺まちづくりビジョン（H27）』の報告 

●草薙駅南口の現状や課題の報告（※H28 調査報告）

●草薙駅南口の上位計画の位置づけの整理

●H28 アンケート調査の結果報告 等

●まちの将来像・まちづくりのコンセプトの検討 

●将来の生活イメージの検討 等

【商店街通り】 

〇「まちづくりプラン」とのコンセプトの整合

■検討テーマ（案） 

「全世代が利用しやすい公共

交通の在り方」 

■具体的な検討内容（案） 

・全世代が利用しやすい公共交

通や交通弱者対策の検討 

・公共交通と連動したソフト事

業の検討 等 

※県立大学（岸講師）と連携
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研究会のプログラム 

平成 28 年６月９日

平成 2８年度

平成 29 年度

地域交通の検討に向けた実態調査

・地域の現況・課題の確認と共有

・路線バスをはじめとする地域公共
交通の実態調査

JR 草薙駅南口グランドデザイン研究会

実態調査に基づく地域交通の検討及び自治会で抽出された課題に

基づく検討テーマに関する具体的な検討を進める

・自治会ごとに地区の課題を抽出 

実態調査の分析

・地域公共交通の実態調査の分析、
交通課題の抽出

・H28 年の取組成果をもとに、南口
の将来像を検討

JR 草薙駅南口グランドデザイン研究会準備会

各自治会での課題出し

草薙駅南口の将来像の検討

②居心地の良い空間

■検討テーマ（案） 

「夜間でも安全安心な環境づ

くり」 

■具体的な検討内容（案） 

・夜間でも安心して歩ける、安全

な居心地の良い照明計画の検

討 

・戸宅照明の促進運動 等 

■検討テーマ（案） 

「歴史・文化を感じる景観づ

くり」 

■具体的な検討内容（案） 

・草薙固有の歴史・文化資源を活

かした街並み・景観づくりの検

討 等

※景観デザインブックの活用

●グランドデザイン（案）の作成

公共交通 夜間照明 草薙神社通り
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【県立大学】 

〇公共交通に関する先進事例の紹介
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【県立大学】 

〇子育て世代に対するｱﾝｹｰ
ﾄ・ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査の依頼

【県立大学】 

〇子育て世代に対するｱﾝｹｰ
ﾄ・ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査結果の報告

【プログラム】 

①オリエンテーション 
②これまでの取組報告

【プログラム】 

①南口のまちづくり将来像
について 

②公共交通の事例紹介

【プログラム】 

①テーマ別のまちづくりの
取組方針について 

②公共交通に関する調査の
依頼

【プログラム】 

①テーマ別のまちづくりの
実現化方策について 

②公共交通に関する調査結
果の報告

【プログラム】 

①南口グランドデザイン
（案）について 

②今後の予定・進め方、周知
の方法について


